
第４回古都保存行政の理念の全国展開小委員会 平成１８年４月５日午後 国土交通省 

文化遺産保護の観点からの提言 益田兼房（立命館大学教授） 

１． 古都保存法の理念と文化遺産保護 

 １）古都保存法の理念の拡大 

・法の目的・第1条：わが国固有の文化的資産として（中略）後代の国民に継承されるべき古都における 

歴史的風土を保存するために（後略） 

・ 定義・第2条：「古都」わが国往事の政治文化の中心等として歴史上重要な地位を有する京都市、

奈良市、鎌倉市及び政令で定めるその他の市町村（「並びに世界遺産、国宝、重要伝統的建造物群保

存地区等わが国の代表的な文化財の所在する地域」を挿入）をいう。 

   「歴史的風土」わが国の歴史上意義を有する 建造物、遺跡等（「の文化財」を挿入）が周囲の自然 

的（「及び歴史的な」を挿入）環境と一体をなして古都における伝統と文化を具現し、及び形成し 

ている土地の状況。 

  ・歴史的風土保存計画・第5条2-1：歴史的風土の維持保存（「及び管理」を挿入）に関する事項 

 ２）国土開発の成熟期 

・全国的に、スクラップアンドビルドではなく、自然環境保全や文化遺産保護に調和したまちづくり手

法が求められている。鎌倉市や金沢市の状況を見ると、都市計画法や建築基準法にも、古都保存法と

調和するような文化的資産尊重の趣旨が、法の目的に追加されることが求められる時代。 

 ３）文化遺産保護の環境に係わる課題 

・世界遺産条約等により、国際的基準への対応が必要：周辺環境保全とまちづくりへの参加。緩衝地帯

（バッファーゾーン）の設定が不十分。古都法都市で世界遺産が所在する場合、周囲の自然的環境だ

けでなく、歴史的な環境である都市景観の再現復旧も含めた、新しい古都保存の施策が望まれる。古

都京都の場合、世界遺産周辺及び関連の歴史的景観の保存修景と形成が急がれる（検討図参照）。 

・今後予想される大震災に備えて、木造建築文化を保護するための地震火災対策、特に自然流下式貯水

槽と消火栓設置が、古都保存法地区や都市公園の施策として必要。木造の世界遺産が木造都市のなか

にある、京都市・宇治市・奈良市・斑鳩町・姫路市・宮島町・那覇市等は、対策が急がれる。 

・全国の重要伝統的建造物群保存地区（平成18年現在73地区）は、周囲の歴史的風致と一体をなして価

値を構成する伝統的建造物群を保存する地区で、各地の伝統と文化を具現する。その7割は都市計画区

域にあって都市計画決定で保護されているが、周辺景観の悪化等で都市全体の景観形成に連携してい

ない。古都法の理念の全国展開で、景観法等による周辺景観保全対策が進むことが期待される。 

 

２． スライド：世界遺産を中心とする文化遺産周辺環境の課題 

１） 世界遺産条約と西欧諸国の緩衝地帯の理念の進展：文化的景観 ・ヨーロッパの世界遺産分布 ・パ

リ セーヌ川河畔地域 ・イタリア・アッシジ 12世紀サンフランチェスコの修道院ローマ時代以来

２千年の農林業変遷景観を「Cultural Landscape」として保護 

２） アジアの世界遺産の環境保全 ・急速な経済成長で破壊の進むアジア地域 イコモス2005年西安総会

のテーマ環境保全 ・カンボジアのアンコール遺跡の環境保全 1992年世界遺産と危機遺産同時登録 

３） 日本の世界遺産 ・白川郷 周辺山林地帯をCultural Landscape的な意味のある緩衝地帯に。世界遺

産の構成は、国宝建造物・重要伝統的建造物群保存地区・特別史跡・特別名勝等を核とし、周辺緩衝

地帯設定は、国交省・農水省・環境省などに依存。 

４） 「古都京都の文化財」の緩衝地帯 ・高山寺と明恵上人 ・緩衝地帯の設定 古都保存法と風致地区

美観地区の連携 ・慈照寺銀閣東求堂 国宝と特別名勝庭園 ・大火災の歴史 ・阪神大震災の地震

火災 ・二条城からの景観対策 国際的評価の厳しさ 

５） 「法隆寺地域の仏教建造物群」の緩衝地帯 ・世界最古の木造建築 1300年の歴史 斑鳩の里 法起

寺の境内と環境保全 

 ６）「姫路城」の緩衝地帯 ・国宝姫路城 ・典型的な城下町都市 ・歴史的地区環境整備街路事業など 
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＊本図は、京都国際文化観光都市建設計画総括図 4（景観保全）をもとに、板谷が作成した。
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